














































































































































































































































































































































































































































































































































































































瀟洒な洋館とシンボル性のあるヒマラヤスギ 田園景観と調和した下水道施設 周辺景観と調和した公共施設ゾ ンー
図11 良好な景観形成事例
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５．景観形成計画の目標と展開
永平寺町の景観構造の特質をみた上で景観形成計画の目標と計画展開について『永平寺町景
観計画』に基づきながら要点を述べる。
５－１ 景観構造の特質
永平寺町の景観構造は概括的にいうなら、自然系、歴史文化系と社会生活系（生活様式の都
市型化）とがクロスオーバー（重層）しながらも前者が色濃く見られる点に特徴がある。
まず自然系。緑豊かな山並みの自然景観と東西に雄大に流れる清流・九頭竜川等の河川景観
に独自性がある。これらとの関係で成立している田園・集落景観および市街地景観は落ち着い
た景観構成を成している。これは田園系と集落系が一体融合化していたからである。
第２の歴史文化系。まず大本山永平寺は背後の自然と一体化して森厳なる雰囲気を醸す景観
資源であり、ここに至る国道３６４号沿道一帯はいわば本山への参道機能として歴史風土軸を成
してきた。次に松岡の旧市街には藩政時代の町割に町家が点在し、希薄化しているものの歴史
を感じさせる景観資源が部分的にみられる。
さらに松岡古墳群は、北陸の古代史研究で欠かせない歴史遺産として近年注目され、あわせ
て住民生活における身近かな癒しの空間といえる。
第３に五領地区の旧河道敷に開発された学術文化拠点（大学等）の波及性が隣接の集落にお
よび市街地は部分的に連担５３）化しつつある。過去から継承されてきた集落景観も、生活様式の
近代化、都市化の過程で徐々に空間の内外にわたって変質していく動向にある。
第４に広域交通幹線である中部縦貫自動車道路の今後の整備、機能補償道路沿道の都市施設
整備に伴い沿道の土地利用の変化が中長期的に予測され、今後景観面の環境変化への対応が課
題である。
５－２ 景観形成の目標
上位計画の『永平寺町総合振興計画』（平成２０年３月）における将来像は「うるおい・やす
らぎ・人がきらめくまち えいへいじ」としている。また関連計画である『永平寺町環境基本
計画』（平成２０年３月）では「禅の心が息づく 緑と清流のまち えいへいじ」を理念とする。
これらのまちの将来像や理念をふまえた永平寺町景観形成の目標は以下の３点とする。
１）地域の特性を活かした個性的な（永平寺らしい）景観づくり
ここで「永平寺らしさ」とは、永平寺町に有する地域固有の自然・歴史・文化の織りなす景
観資源に加えて先人達によって育くまれてきた生活文化、町民気質等の要素が複合してかもし
出される精神性が含まれる。この精神性は『環境基本計画』において謳われている先述の理念
とその態度に通じるものがある。共生・循環型社会にあって本山のお膝元の自治体として「モ
ノを大切に・無駄にしない」価値観はとりもなおさず景観を大切にする精神風土と共通する。
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水・みどり・土等の身近な環境への気くばりは歴史・文化を大切に思う心と共通し、これがひ
いては景観をはぐくむ態度に通じる。
２）「守り」、「育て」、「直す（改善）」等の多様な知恵を駆使して進める景観づくり
良好な景観形成には１０年から数十年の営みの積み重ねを要する。文字通り子・孫の代につな
がる未来指向のまちづくりといえる。良好な景観を「守り」、「育て」ること、それだけでなく
良好な景観形成に影響をあたえるような事象に対しては「改善」つまり「直す」ことをも視野
にいれて取り組みを進める。このため「少しの我慢が全体の利益に」なるといった知恵をいか
に共有できるかが課題となる。
３）住民・事業者・NPO・行政が協働してすすめる景観づくり
景観は国民共通の資産という認識にたつとき、永平寺町の景観のありようは、身近な町民だ
けでなく国内外の来訪者の関心事となる。良好な景観形成は各主体の連携なしには奏功しない
ことは先行事例が教える。各主体間の創造的協同（パートナーシップ）の関係の構築が２１世紀
のまちづくりのキーワードである。その際に NPO法人や志のある住民、専門家等の主体の役
割は大きい。その典型事例を〈２．景観計画の意義〉においてとりあげて言及した。こどもか
ら高齢者まで幅広い参加と生活を通じて自然・河川景観への関心が高まることが期待される。
例えば子どもの稚魚放流体験により「つなぐ生命」の大切さ、生物多様性を学ぶ環境学習につ
ながり、さらには川の汚濁と生活の関わりに思いをはせる。河川を身近な環境としてとらえ河
川景観への意識の向上というように、きっかけはあそび感覚であってもその体験・参加を通じ
た学習により景観を大切におもう心を育むことになろう。こうした動きは水平型で自発型市民
の活動の中で生れる可能性が高い。
５－３ 永平寺町の景観形成計画の方向
永平寺町は、町全域を計画対象区域とし、景観資源条件５４）（図１２）を踏まえて景観基本計画
図５５）（図１３）を策定した。その方向について要点をのべる。
１）河川景観軸の形成
九頭竜川とその沿岸一帯を河川景観軸として設定しその景観保全を図る。河川軸とは、水の
流れる河川空間だけでなく管理上河川に含まれないものの地形的に河川と一体的な土地（氾濫
原等）、田園も含む概念である。河川軸の意義は、河川の持つ役割の多義性を理解し生態系や
環境の保全、共生の視点から親水的活用を積極的に図ることにある。
２）山地の景観の保全・育成
永平寺町の山地は、谷部を流れる九頭竜川と不可分の関係にあり、右岸と左岸とではやや山
地景観の違いがあるが、こうした山地景観の保全、緑化の育成を図る。
３）松岡古墳群の保全・活用と整備
手繰ヶ城山、二本松山をはじめとする松岡古墳群は、市街地に近接立地の価値がある。この
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立地条件をいかし河川や市街地への眺望性、住民のレクリエーションの場、社会教育、健康づ
くり施策への活用、山地の保全とともに古墳公園の位置づけ、整備を図る。
４）歴史風土景観軸の形成
圧倒的な存在感を有する大本山永平寺と本山に通じる空間軸（永平寺川、国道３６４号、京福
鉄道永平寺線廃線敷）、沿道集落、門前街がいわば参道機能としての意味をもたせた歴史風土軸
として景観形成をめざす。
５）田園集落景観の保全・育成
永平寺の景観を特長づけている市街地や集落の外周に広がる水田、まとまりのある農用地の
景観は、これらの保全を図る。
６）市街地景観の整備
都市計画用途地域が指定されている松岡地区を中心に家屋等が連担した市街地が分布するが、
さらにえちぜん鉄道の光明寺駅周辺まで伸びる。今後建物の更新（増改築、建替え）の機会に、
景観の適切な誘導が望まれる。
７）歴史的町並みの保全修復
旧勝山街道沿いに残る数少ない歴史的な町並みの保全・修復を図る。また、山地との接線と
もいえる山麓地ではできるだけ坂の特性を活かした景観づくりを図る。
８）学術文化交流拠点および軸の景観形成
高等教育機関、専門学校、研究所等と関連サービス機能の立地・集積した兼定島一帯は学術
文化交流拠点として、また相互の拠点をつなぐ都市施設（道路）沿道を学術文化軸として位置
づけ軸の景観魅力の向上を図る。
９）広域交通景観軸
北陸自動車道と中部縦貫自動車道との接合により ICの再配置等により新たな景観の誘導を
すすめる。また同ルートが山麓部を貫通することから、山地の景観保全、集落や田園の景観を
充分に配慮する。また、関連整備される機能補償道路沿道は、土地利用の変化が予測されるこ
とから周りの田園や集落景観との調和に配慮をした景観形成を図るものとする。
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図１２ 景観資源分布図
（出所）永平寺町「永平寺町景観計画」平成２０年５月 p６１
図１３ 永平寺町景観形成基本計画
（出所）永平寺町「永平寺町景観計画」平成２０年５月 p５６
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５－４ エリア毎の景観形成テーマ
次に、地形、土地利用、沿革、景観資源等により町域内の地域性がみられることから、大き
く６エリアに区分し、エリア毎の景観の特性と課題を整理した上で基本方向と景観形成テーマ
を提案している。ここでは６区分毎の景観形成テーマについて図１４に示す（なお、詳細な計画
イメージ図は『永平寺町景観計画』を参照）。
６．今後の課題
特性を活かした景観形成計画の方向をのべてきたが、これが実効性をあげるための今後の課
題をのべてまとめとする。
（１）景観計画が実効性をあげるための課題
「永平寺町景観計画」は０８年５月に告示された。しかし、これだけでは、景観の基本方向に
ついて行政の思いを示しただけで具体的な景観形成を誘導したり規制したりすることまではい
かないのである。望ましい景観を積極的に誘導するには届け出対象行為と景観形成基準等を定
めた景観条例の制定が喫緊の課題である。あわせて景観行政を推進する態勢の整備・拡充が望
まれる。
また景観形成における行政、住民、事業者の協調が欠かせないことは先述したとおりである
が、このため景観協議会の活用、住民の意識啓発、参加する仕組み、普及広報活動、住民活動
図１４ エリア毎の景観形成テーマ
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を支援する専任の担当部署の設置が課題といえよう。
（２）関連施策にかかる課題
景観計画の推進においては、景観に対する直接的の施策だけでなく他の行政計画の展開を講
じてはじめて有効になる場合がある。例えば河川景観軸の形成に関しては河川の親水空間とし
ての活用促進、釣り人などの来訪者と住民とのふれあい・交流を生む動線（歩道）ネットワー
クの整備、河川からの眺望障害への対応、眺望を楽しむ場として橋空間の活用があげられる。
一方、アラレガコ、サクラマス等の回帰が可能となる生物多様性の維持・保全につながる河川
環境（水質、生態系）、河川を大切にする心を育む社会教育等が課題となる。
歴史風土景観軸の形成に関しては、そのコンセプトを町総合計画とも関連させて位置づける
ことが課題といえる。また民間団体の動きである「天下一街道計画」５６）等とも連携しながらこ
のコンセプトの熟成をはかることが課題といえる。 （以上）
注
１）中村良夫ほか（１９７７）「景観原論」『土木工学体系１３景観論』彰国社、p２
２）景観法は２００４（平成１６）年６月全会一致で成立。同法は景観の基本理念、住民・事業者・地方公共団
体・国の責務、景観計画など土地利用の行為規制、景観重要建造物等の景観構成要素、景観協定・景
観協議会等の仕組み等を包括的に定めている。
３）西村幸夫（２００５）「序説－景観法の意義と自治体のこれからの課題」建築学会編『景観法と景観まちづ
くり』、p８
４）後藤春彦（２００９）「社会関係資本としての生活景」日本建築学会編『生活景』学芸出版社、p２８１
５）日経新聞２００９年１０月２日ほか。広島県は控訴したが、国土交通省は静観の態度という。
６）景観条例は福井、小浜、大野、越前、坂井の各市が制定。
７）永平寺町景観協議会は住民代表、有識者、行政等の１０名で構成、同会長は筆者。
８）景観計画調査について町ワーキングチームと県立大学北條研究室が協同的に実施。
９）住民意向調査（平成１５年１０月）は３町の合併前に実施。「まちづくり～資源」の回答サンプル２７５７票、
「まちの将来像」は同２，８０７票。サンプル数が多いことから結果の有意性は十分にある。
１０）「サクラマスアンリミテッドWEBSITE」（http : //blog.sakuramasu.org/）を参照した。同サイトにより敷
衍すると、サクラマスアンリミテッドは１９９４年に結成されたボランティアで、０９年までの稚魚放流は
総数４０万匹に達した。２００７年福井県はサクラマスのブランド強化事業を開始し、九頭竜川から親魚を
採捕し県産稚魚を育成・放流、サクラマスを通して福井県民の河川環境に対する意識の向上を図る事
業の展開。また九頭竜川中部漁協は、サクラマスの回帰を目的とした本流への秋放流を開始した。こ
うした動きを成果と見てサクラマスアンリミテッドは２００９年秋の放流をもって解散し、産卵場の整備
を目的にしたサクラマス・レストレーション（再生）（http : //sakuramasu−r.org/）に進化した。
１１）「でこんぼの森」会則第２条
１２）永平寺町「永平寺町政要覧」２００８年３月、p１７、
１３）「福井新聞」（２００７年１月５日）および特別展チラシ（０４年１１月）により敷衍すると、当初住民グルー
プ６名が浄法寺山につながる登山道横の山林のなかにログハウス風山荘、バーベキューハウス、広場
を整備（９７，９８年）。次に陶芸の場となる穴窯を手づくり（９９年）、「でこんぼの森」という組織だった
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活動は０５年会員２３名でスタート（現在３３名）。これまで工房、里山整備（用水の周辺整備）等の体験の
森づくり、親子サマーキャンプ、学校・子供会等での陶芸講座等作陶会員の活動のほかに地域社会の
文化・社会教育活動の関係に広げて展開している。
１４）中部縦貫自動車道は長野県松本市～福井市の延長約１６０㎞、うち福井県内福井北 IC～油坂峠６０㎞。永
平寺町域では、一部区間が供用開始。
１５）篠原修ほか（１９９８）「景観用語事典」p５７
１６）「千年水路が開く ふくいの未来」九頭竜川下流域農業用水再編推進協議会ほか発行
１７）仙尾山は国土地理院地形図には呼称表示はないが、地元で呼ばれている山地名
１８）国土地理院作成の同地形図の作成時点は明治４２（１９０９）年を皮切りに戦前（１９２７年、３３年）、戦後は７
時点（１９４９年、５３年、６４年、６８年、７４年、７８年、８２年）
１９）九頭竜川流域誌編集委員会「九頭竜川流域誌」九頭竜川水系治水百周年記念事業実行委員会発行、平
成１２年、p２７４
２０）人口集中地区 DIDは、総理府統計局（現総務省統計局）が昭和３５年国勢調査から導入。市区町村内
における「都市的地域」を明らかにする統計上の地域単位として設定。調査区を基礎単位として、ア）
原則人口密度が１平方㎞当たり４，０００人以上の基本単位区等が市区町村内で互いに隣接して、イ）それ
らの隣接した地域の人口が国勢調査時に５，０００人以上を有する地域とされる。
２１）２１の細区分から９区分へ集約した類型は以下のとおり。細区分の九頭竜川、中小河川、ダムを「河川
景観」へ。以下集落、市街地は「集落・市街地景観」へ。商業，工業、マンション等を「特定施設等」
へ。歴史的建築、公共公益施設を「歴史・公共施設景観」へ。道路、生活道路を「道路景観」へ。公
園、緑樹木を「公園・樹木景観」へ。鉄道、屋外広告物、空地、土石採取場、廃屋、その他を「その
他景観」へ集約整理。
２２）例えば京都盆地は南に開いているが、東西北の三方は山で囲われた空間構造の典型。
２３）「福井のすぐれた自然データベース」（福井県自然保護課作成）によると「自然植生もしくはそれに近
い植生、学術上貴重な種または個体の生育地」、区分は B（県レベルで重要なもの）
２４）釣鐘のような急傾斜で上に凸の山腹を持つ火山で、かつてこれはトロイデと呼称されたが、今日学問
的に死語化している。
２５）手繰ケ城山古墳、鳥越山古墳、石舟山古墳、二本松山古墳を松岡古墳群として指定。４世紀末から５
世紀初頭のもので北陸屈指の巨墳として注目される。
２６）「越前五山」とは、白山、越知山、文殊山、蔵王山、日野山
２７）永平寺町教育委員会（１９９０）「越前波多野城跡」によると、中世（南北朝）の志比荘の山城だが単なる
物見的な詰城と推定される。
２８）杉本智彦（２００９）「カシミール３D入門」付録アプリケーション、実業之日本社
２９）松の老大木から白山が幅広くながめられ旅人たちはお山を遥拝したと伝えられる。この松を「白山遥
拝松」と呼ぶ。調査時点に存在したが、その後伐採された。
３０）水質環境も健康項目や水中の汚濁物質等の基準を達成。
３１）「福井県すぐれた自然データベース」によると「区分 B（県レベルで重要）」
３２）アラレガコ（和名カマキリ）は１９３５（昭和１０）年国の天然記念物として九頭竜川中流域（福井～大野）
が地域指定。親魚は１１月下旬～１２月アラレにうたれながら川を下り河口付近の海の沿岸で産卵するこ
とから福井ではアラレガコと呼ばれる。ふ化した仔魚は４～５月頃川を遡上する。幼魚期は主に水生
昆虫を、体長１００㎜を超えるころからアユなどの魚を食べる。カマキリと呼ばれる所以。
３３）鳴鹿大堰周辺に棲む魚の種類は、５４種類（１９８９～９９年調査）。サケ、サクラマス、サツキマス、ウナ
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ギ、ヤマメ、アマゴ、ニジマス、ドンコ、コイ等が代表的。
３４）九頭竜川 river canホームページ
３５）開削の歴史は古代に遡る。江戸期に芝原用水の開削、十郷用水の配分慣例制定、明治の大改修では１９０６
年の大水害を契機に直轄河川に指定・築堤工事、昭和の大改修では裏川の締切による流路の一本化工
事（１９６８年竣工）（この項「ウイキペディア」を参照した）
３６）鳴鹿大堰（３１２ｍ）は、景観を配慮して大規模堰では日本初の油圧シリンダー直吊り長径間ローラー
ゲートを採用（０４年完成）。
３７）平水流量とは１年を通じて日流量を大きい方から小さい順に並べ替えて算出し１８５日を下回らない流
量のこと。
３８）篠原修編（１９８８）「景観用語事典」彰国社、p１９０
３９）石川治江編（２００４）「川で実践する福祉・医療・教育」学芸出版社、p１５
４０）福井勝義編著（１９９６）「水の原風景」、TOTO出版、p２３４
４１）注３８に同じ
４２）注３８に同じ
４３）注３８に同じ
４４）福井県の歴史散歩編集委員会（１９９１）「福井県の歴史散歩」山川出版社
４５）１９０８年福井～大野間、１９２５年永平寺口～永平寺門前間に鉄道が敷設されるまでの、交通が徒歩中心の
時代の永平寺への道は４つぐらいあった。最もよく利用されたのは福井～追分で勝山街道と分かれ～
吉野堺～越阪越え～諏訪間～京善～永平寺の参拝道である。このほか東古市～京善のルート、足羽郡
高田村～宇佐大谷の峠のルート、岡保～梨の木峠のルートがあった。なかでも越阪は眺望のよい峠だ
ったとされる。（「松岡町史上巻」p７３１）
４６）司馬遼太郎（１９８７）「越前の諸道・街道を行く１８」朝日新聞社、p１３９、p１４０
４７）篠原修ほか（１９９８）「景観用語事典」P２８
４８）坂井市丸岡町を震源地とする福井地震による死者３，５７９人、負傷者１６，２９３人で福井市の全壊率７９％、
坂井平野全域平均６０％超の被害率（隼田・笠松ほか著『福井県の百年』山川出版社、２０００年、p２７４）
で活断層による都市直下型地震で阪神淡路大震災に次ぐ被災規模である。そのうち松岡町の被災状況
は倒壊５６６戸、半壊５６４戸、焼失８４戸、計１，２１４戸で、震災前戸数１，５０１戸に対し罹災家屋率約８割、死
者２００人、負傷３００人（松岡町『松岡町史、下巻－近代・現代編』昭和４７年、p３２８）
４９）熊谷忠興（１９８２）「永平寺」大本山永平寺発行 p４６によると、本山永平寺門前の近くに門前大工、志
比大工と呼ばれる社寺の造作を専門とする大工が住み代々本山の伽藍の修復、造作に従事したという。
５０）永平寺町「永平寺町環境基本計画」（平成２０年３月）
５１）福井新聞（２００８年４月２日）によると、興行寺境内に２本あった枝垂れ桜の１本は２度の火災にあい
１本だけ残ったが、それも２５年ほど前に幹の中に空洞ができはじめてからほとんど花芽が付けなくな
った。樹木医の教えに従い幹にコンクリートを流し込み治療を施したところ、数年後に再び見事な花
を咲かせた。
５２）景観法第５５条
５３）連担市街地とは市街地が農地、山林などにより切断することなく平面的に連続しているものをいう。
また、市街地が発展して他の市街地と接続することを連担するという（「建築用語辞典第２版」技法堂、
１９９５年）。
５４）永平寺町「永平寺町景観計画」平成２０年５月、p６１
５５）注５４、p５６
永平寺町の景観構造と特性を活かした景観形成計画・課題
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５６）ふくいやまぎわ天下一街道とは、「大本山永平寺・越前おおの・白山平泉寺・福井県立恐竜博物館・
一乗谷朝倉氏遺跡・越前漆器・越前和紙・越前打刃物など福井の山際をつなぐ一帯に存在する８つの
観光地や工芸品など『原型の日本の宝』が残る地域を結んだルートのこと」である（同街道広域連携
協議会）。
＜参考資料＞
永平寺町『永平寺町景観計画』平成２０年５月
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